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ビジネスリーダーと戦略

サンプル表示（一部抜粋）

SCASCA経営戦略経営戦略
Sustainable Competitive AdvantageSustainable Competitive Advantage

～戦略のミスは戦術ではカバーできない～～戦略のミスは戦術ではカバーできない～

KGB キャラクター

引用；KGB サイト
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ビジネスリーダーと戦略

サンプル表示（一部抜粋）

1. 持続的競争優位 SCA

外部環境分析
～産業構造、業界の魅力度～

P.E.S.T

内部環境分析
～自社の経営資源の優位性～

戦略

SCA

•戦略論の
グロー

バルス
タンダ

ードモデ
ルは？

•戦略論と
戦略思

考の関
係は本

質的に
あるの

か？

•戦略論で
証明で

きる確
率は？

戦略のミスは戦術ではカバーできない
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ビジネスリーダーと戦略

サンプル表示（一部抜粋）

1. EnvisionとExecution

だいたい、ビジョンとはどこに位置づくの？

経営（Business）＝変革ビジョン（Envision）×徹底実践（Execution）と定義すれば～

理念

目的
objective

戦略
strategy

計画

planing＆management 

持続的競争優位
Sustainable Competitive Advantage

業務

operation＆activity

唯一普遍の価値 Philosophy、Value

©Masaaki MIYAGAWA1998

•戦略の位
置づけ

は？

•戦略の定
義と戦

略論の
関係は

？

•マーケテ
ィングと

戦略の
本質的

違いは
？

•戦略と経
営計画

の関係
は？

＊ビジネスの構造階層～Business Hierarchy ビジネスヒエラルキー～と言う

戦略のミスは戦術ではカバーできない
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ビジネスリーダーと戦略

サンプル表示（一部抜粋）

①外部環境要因評価 (EFE) マトリックス : Example

加重評価点主要外部環境要因 目標評価点評価点

機会
0.40
0.30
0.30
0.20
0.05

1.国内の安定成長と中国の需要拡大
2.ライフスタイル展開に伴うマーケット拡大
3.技術革新による用途拡大
4.●●体制の国内寡占化
5.環境～

３(0.60)
３(0.30)
４(0.40)
４(0.20)
１(0.05)

２
３
３
４
１

脅威
0.45
0.20
0.10
0.20
0.10

1.●○素材
2.
3.
4.環境に対する法規制
5.業界

３(0.45)
２(0.20)
２(0.20)
３(0.30)
４(0.40)

３
２
２
２
１

2.30TOTAL 3.00

評価：4＝手を打っていて効果が出ている、３＝それなりに手を打っている、２＝あまり手を打っていない、１＝ほぼ無策

加重値

0.20
0.10
0.10
0.05
0.05

0.15
0.10
0.05
0.10
0.10

1.00

•環境分析
を定量

的に評
価し、戦

略目標
を設定

する。

•SWOT分析ま
でのプ

ロセスが
最も重

要。SWOTで

分析し
ても遅

い？

戦略のミスは戦術ではカバーできない
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ビジネスリーダーと戦略

サンプル表示（一部抜粋）

③内部環境要因評価 (IFE)マトリックス: Example

加重評価点主要j内部環境要因 評価点

内部強み
0.60
0.60
0.20
0.10

1.R&D～
2.販売～
3.サービス～
4.財務～

４
４
４
２

内部弱み
0.45
0.20
0.15
0.40
0.30

1.製造(能力＆コスト)
2.購買(原料)
3.購買(物流)
4.グローバル供給力（長期戦略含む)
5.ダウンストリーム展開

3→4
２
３

2→4
３

3.00TOTAL
評価：4＝手を打っていて効果が出ている、３＝それなりに手を打っている、２＝あまり手を打っていない、１＝ほぼ無策

加重点

0.15
0.15
0.05
0.05

0.15
0.10
0.05
0.20
0.10

1.00

•戦略策定の３つのス
テージと９つの

ツール

を使って戦略を
導き出す。しかし

、それだけ

ではSCAモデルは出来ない
？

戦略のミスは戦術ではカバーできない
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ビジネスリーダーと戦略

サンプル表示（一部抜粋）

戦 略 的 提 携 と 多 角 化 戦 略戦 略 的 提 携 と 多 角 化 戦 略
～範囲の経済によりＳＣＡをもたらすか提携か～～範囲の経済によりＳＣＡをもたらすか提携か～

テキスト受領者の方へのお願い 2005年

当テキストを受領した方は、テキストの受領をもって、
「当研修以外での無断での複製・引用または転用・販売
をしない」ことをお約束いただくとともに、「当資料に
関し、当方へ責任を問うことを一切しない」こともお約
束いただくものとして、了承するものです。

米国法人Katana New York, Inc.

日本支社Katana New York, Inc., ,

•多角化の本当の意味
は？

•提携と多角化の違い
は？

•財務戦略との関係は
？

NPVΣBi ＞NPV(B1)+NPV(B2)+・・+NPV(Bn)
n

ⅰ＝1

コーポレートレベルの競争戦略

①多角化戦略

Diversification Strategy
②事業ポートフォリオ

Product Portfolio Management
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ビジネスリーダーと戦略

サンプル表示（一部抜粋）

20. 新規事業の評価尺度

１．成長性

２．競争優位性

３．収益性

４．投資規模

５．リスクの大きさ

６．社会性

７．本業への付加価値

（ ）①市場規模（○億円市場）

（ ） ②成長性（年○％以上）

（ ） ①参入障壁の高さ（既存経営資源でＯＫ、外部の協力必要）

（ ） ②強み（コア・コンピタンス）の発揮

（ ） ③競合の密度

（ ） ①利益還元のスピード（初年度で黒字、３年後に黒字）

（ ） ②初期投資の回収スピード

（ ） ①投資額（○億円）

（ ） ②自己資金など財務へのインパクト度

（ ） ①リスクの発生確度

（ ） ②リスクの大きさ（信用リスク、オペレーションリスクなど）

（ ） ③リスク分散対策の可能性

（ ） ①遵法性

（ ） ②社会性・公共性

（ ） ①ブランド価値の向上

（ ） ②コア事業の強化 計１６項目（ ）

•新規事業評価のモデ
ルは？

•リアルオプションと戦
略意思決定の関

係は？

•イノベーション理論
から学ぶことは

？
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